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【
要
旨
】

　
『
源
氏
物
語
』「
初
音
」
巻
、
二
条
東
院
に
引
き
取
ら
れ
た
末
摘
花
は
、
光
源
氏
に
対

し
て
唐
衣
詠
を
贈
り
、
怨
情
を
訴
え
る
が
、
光
源
氏
の
訪
問
は
な
い
。
末
摘
花
の
後
半

生
は
、
経
済
的
に
は
潤
い
、
生
活
環
境
も
整
う
が
、
光
源
氏
と
の
婚
姻
関
係
は
形
式
的

で
あ
り
、
や
が
て
は
唯
一
の
美
点
で
あ
っ
た
長
髪
に
も
白
髪
が
混
ざ
る
。
本
稿
で
は
、

末
摘
花
の
こ
の
老
残
の
姿
に
、『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」
の
引
用
を
読
み
解
く
。

物
語
中
、
当
該
詩
の
引
用
は
、
指
喰
い
の
女
、
六
条
御
息
所
、
光
源
氏
、
玉
鬘
の
大
君

等
の
造
型
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
末
摘
花
の
場
合
も
、
古
代
の
装
束
に
加
え
、
別
邸
で

空
閨
を
嘆
き
つ
つ
老
化
す
る
と
い
う
、
人
物
造
型
の
構
想
全
体
に
上
陽
人
の
辛
苦
の
人

生
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
末
摘
花
の
閨
怨
の
情
を
語
る
こ
と
で
、
玉
鬘
を
得
て

栄
華
を
増
す
六
条
院
体
制
が
孕
む
影
の
部
分
を
照
射
し
て
い
く
。
末
摘
花
造
型
は
、
前

半
生
に
お
い
て
は
、「
葎
の
門
の
女
」
や
「
待
つ
女
」
と
い
う
、
物
語
の
典
型
的
な
女

性
像
の
話
型
を
も
っ
て
縁
ど
ら
れ
て
き
た
が
、
後
半
生
は
閨
怨
詩
や
宮
怨
詩
の
「
恨
む

女
」
の
系
譜
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

末
摘
花
、『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」、
二
条
東
院
、
閨
怨
、
恨
む
女

は
じ
め
に
―
二
条
東
院
の
末
摘
花
―

　
『
源
氏
物
語
』「
初
音
」
巻
に
は
、光
源
氏
の
妻
妾
の
一
人
と
し
て
二
条
東
院
に
住
む
、

末
摘
花
の
老
残
の
姿
が
語
ら
れ
る
。

　

常
陸
の
宮
の
御
方
は
、
人
の
ほ
ど
あ
れ
ば
心
苦
し
く
思
し
て
、
人
目
の
飾
り
ば

か
り
は
い
と
よ
く
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま
ふ
。
い
に
し
へ
盛
り
と
見
え
し
御
若

髪
も
、
年
ご
ろ
に
衰
へ
ゆ
き
、
ま
し
て
滝
の
淀
み
恥
づ
か
し
げ
な
る
御
か
た
は
ら

目
な
ど
を
い
と
ほ
し
と
思
せ
ば
、
ま
ほ
に
も
向
か
ひ
た
ま
は
ず
。
柳
は
げ
に
こ
そ

す
さ
ま
じ
か
り
け
れ
と
見
ゆ
る
も
、
着
な
し
た
ま
へ
る
人
か
ら
な
る
べ
し
。
光
も

な
く
黒
き
搔
練
の
さ
ゐ
さ
ゐ
し
く
張
り
た
る
一
襲
、
さ
る
織
物
の
袿
を
着
た
ま
へ

る
、
い
と
寒
げ
に
心
苦
し
。　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

  （
③
一
五
三
頁
１
）

故
常
陸
宮
家
の
醜
女
末
摘
花
は
、「
蓬
生
」
巻
で
の
再
会
後
、光
源
氏
に
引
き
取
ら
れ
、

二
条
東
院
に
落
ち
着
い
た
が
、
古
宮
家
由
来
の
生
活
様
式
は
変
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

古
代
の
皮
衣
を
兄
の
阿
闍
梨
に
取
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
き
、光
源
氏
を
辟
易
さ
せ
る
。老
い

を
加
え
た
そ
の
姿
は
、
唯
一
の
美
点
と
さ
れ
た
美
し
い
長
髪
す
ら
も
、「
白
髪
」
を
交

え
て
見
る
影
も
な
い
２
。
か
つ
て
、「
蓬
生
」
巻
で
、
窮
乏
の
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て 

も
、
古
宮
家
の
遺
風
を
守
り
、
不
変
不
動
の
矜
持
を
示
し
て
、
宮
家
な
ら
ぬ
光
源
氏
世

界
を
相
対
化
し
た
末
摘
花
で
あ
る
が
、
光
源
氏
の
庇
護
下
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
に
装

束
贈
答
に
自
己
主
張
す
る
も
の
の
、
老
残
を
極
め
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
は
多
く
の
女
君
の
人
生
を
語
る
が
、
末
摘
花
の
場
合
は
人
生
の
浮
沈

を
繰
り
返
す
、
高
貴
な
宮
家
の
女
性
の
辛
苦
の
姿
が
露
骨
に
語
ら
れ
る
点
、
特
筆
さ
れ

る
。末

摘
花
造
型
に
関
し
て
は
、
古
注
釈
以
来
、
多
く
引
詩
が
検
討
さ
れ
、『
白
氏
文
集
』

の
み
を
見
て
も
「
北
窓
三
友
」「
凶
宅
」「
傷
宅
」「
重
賦
」
等
の
受
容
関
係
が
検
証
さ

れ
て
い
る
３
。
ま
た
、
末
摘
花
の
一
貫
し
た
古
宮
家
の
女
君
と
し
て
の
姿
勢
に
は
、
呪

末
摘
花
物
語
と
『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」

岩
　
原
　
真
　
代
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性
や
光
源
氏
体
制
を
相
対
化
す
る
極
端
な
古
宮
文
化
の
有
様
が
検
討
さ
れ
て
き
た
４
。

本
稿
で
は
、
な
お
、
末
摘
花
の
長
年
の
辛
苦
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
後
半
生
の
あ
り
方

に
、『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」
の
引
用
を
確
認
し
、
物
語
に
お
け
る
意
義
を
考
察

す
る
。一

、『
源
氏
物
語
』
と
『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」

『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

上
陽
白
髪
人
〔
愍
怨
曠
也　

天
寶
五
載
已
後
楊
貴
妃
専
寵
後
宮
無
復
進
幸
矣
。

　
　
　
　
　
　

六
宮
有
美
色
者
輙
潛
退
之
別
所
。
上
陽
人
是
其
一
也
。
貞
元
中
尚

　
　
　
　
　
　

存
焉
也
。〕　　

上
陽
人
。
紅
顔
暗
老
白
髪
新
。
綠
衣
監
使
守
宮
門
。
一
閉
上
陽
多
少
春
。
玄
宗
末

歳
初
選
入
。
々
時
十
六
今
六
十
。
同
時
採
擇
百
餘
人
。
零
落
年
深
殘
此
身
。
憶
昔

呑
悲
別
親
族
。
扶
入
車
中
不
教
哭
。
皆
云
入
内
必
承
恩
。
瞼
似
芙
蓉
胸
似
玉
。
未

容
君
得
見
面
。
已
被
楊
妃
遙
側
目
。
妬
令
潛
配
上
陽
宮
。
一
生
遂
向
空
床
宿
。
秋

夜
長
。
夜
長
無
睡
天
不
明
。
耿
々
残
燈
背
壁
影
。
蕭
々
暗
雨
打
窓
聲
。
春
日
遲
。

日
遲
獨
坐
天
難
暮
。
宮
鸎
百
囀
愁
厭
聞
。
梁
燕
雙
栖
老
休
妬
。
鸎
歸
燕
至
情
悄
然
。

春
往
秋
來
不
記
年
。
唯
向
深
宮
望
明
月
。
東
西
四
五
百
迴
圓
。
今
日
宮
中
年
最
老
。

天
家
遙
賜
尚
書
號
。
小
頭
鞋
履
窄
衣
裳
。
青
黛
畫
眉
々
細
長
。
外
人
不
見
見
應
笑
。

天
寶
年
中
時
勢
粧
。
上
陽
人
苦
最
多
。
少
亦
苦
老
亦
苦
。
少
苦
老
苦
兩
如
何
。
君

不
見
昔
時
呂
向
美
人
賦
。
…
又
不
見
今
日
上
陽
白
髪
歌
。　
（
一
五
〜
一
六
頁
５
）

上
陽
人
は
、
十
六
歳
で
玄
宗
皇
帝
の
後
宮
に
召
さ
れ
た
が
、
そ
の
美
貌
を
楊
貴
妃
に

疎
ま
れ
、
上
陽
宮
に
幽
閉
さ
れ
た
。
四
十
四
年
後
、
六
十
歳
で
老
女
官
と
し
て
再
度
、

参
内
し
た
時
に
は
、
時
代
錯
誤
の
天
宝
年
中
の
装
い
を
し
た
白
髪
の
、
見
る
影
も
な
い

姿
で
あ
っ
た
。
全
国
か
ら
美
女
を
召
集
す
る
花
鳥
使
制
度
を
諷
喩
す
る
詩
で
あ
る
が
、

そ
の
宮
女
の
長
年
の
辛
苦
に
満
ち
た
人
生
は
、
後
世
の
文
学
に
多
く
受
容
さ
れ
た
。
詩

題
に
あ
る
「
怨
曠
」
と
は
、
配
偶
者
と
の
疎
遠
を
嘆
く
意
と
さ
れ
る
６
。

「
上
陽
白
髪
人
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』「
秋
夜
」
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

　

秋
夜
長　
　
　
　
　

秋
の
夜
長
し

　

夜
長
無
眠
天
不
明　

夜
長
く
し
て
眠
る
こ
と
無
け
れ
ば 

天
も
明
け
ず

　

耿
耿
残
灯
背
壁
影　

耿
耿
た
る
残
ん
の
灯
壁
に
背
け
た
る
影

　

蕭
蕭
暗
雨
打
窓
声　

蕭
蕭
た
る
暗
き
雨
窓
を
打
つ
声　
　
　

上
陽
人　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
三
一
〜
一
三
二
頁
）

上
陽
人
と
い
え
ば
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
憂
愁
を
抱
え
た
女
性
が
壁
に
火
影
を
映

し
な
が
ら
窓
に
打
ち
つ
け
る
雨
音
を
聴
く
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。『
大
鏡
』（
萩

野
本
）
に
は
唐
代
の
美
貌
の
宮
女
達
の
不
遇
な
生
涯
が
列
記
さ
れ
る
。

唐
に
は
、
昔
三
千
人
の
后
お
は
し
け
れ
ど
、
そ
れ
は
筋
を
た
づ
ね
ず
し
て
、
た
だ

か
た
ち
あ
り
な
ど
聞
こ
ゆ
る
を
、
隣
の
国
ま
で
選
び
召
し
て
、
そ
の
中
に
楊
貴
妃

ご
と
き
は
、
あ
ま
り
と
き
め
き
す
ぎ
て
、
悲
し
き
こ
と
あ
り
。
王
昭
君
は
父
の
申

す
に
た
が
ひ
て
胡
の
国
の
人
と
な
り
、
上
陽
人
は
楊
貴
妃
に
そ
ば
め
ら
れ
て
、
帝

に
見
え
た
て
ま
つ
ら
で
、
深
き
窓
の
う
ち
に
て
、
春
の
行
き
秋
の
過
ぐ
る
こ
と
を

も
知
ら
ず
し
て
、
十
六
に
て
ま
ゐ
り
て
、
六
十
ま
で
あ
り
き
。
か
や
う
な
れ
ば
、

三
千
人
の
か
ひ
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
一
三
頁
）

こ
こ
で
も
、
上
陽
人
は
、
楊
貴
妃
、
王
昭
君
と
と
も
に
花
鳥
使
制
度
の
犠
牲
と
な
っ

た
悲
劇
の
宮
女
の
列
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
陽
人
に
関
し
て
は
、
楊

貴
妃
の
嫉
妬
と
離
宮
で
の
歳
月
、
そ
れ
に
伴
う
加
齢
の
無
惨
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

次
に
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
上
陽
白
髪
人
」
の
引
用
場
面
を
確
認
す
る
。
当
該

詩
の
直
接
引
用
は
、「
帚
木
」
巻
の
指
喰
い
の
女
の
妬
心
（
①
七
五
頁
）、「
賢
木
」
巻

の
十
六
歳
で
入
内
し
た
も
の
の
、
前
坊
と
死
別
し
、
内
裏
を
退
出
し
た
後
、
三
十
歳
で

再
び
参
内
し
た
六
条
御
息
所
像
（
②
九
三
頁
）、「
幻
」
巻
、
紫
の
上
の
没
後
、
哀
傷
に

沈
む
光
源
氏
像
（
④
五
三
九
頁
）、
そ
し
て
、「
竹
河
」
巻
の
后
が
ね
大
君
の
、
入
内
後

の
后
達
の
嫉
妬
心
を
懸
念
す
る
場
面
（
⑤
六
一
頁
）
等
に
認
め
ら
れ
て
い
る
７
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
白
詩
の
一
節
を
用
い
て
、
苦
悩
の
境
遇
を
語
っ
て
い
る
。

末
摘
花
造
型
と
当
該
白
詩
の
引
用
関
係
は
す
で
に
、「
蓬
生
」
巻
の
光
源
氏
と
の
再
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会
場
面
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
源
氏
）「
…
数
ふ
れ
ば
こ
よ
な
う
積
も
り
ぬ
ら
む
か
し
。
都
に
変
り
に
け
る
こ
と

の
多
か
り
け
る
も
、
さ
ま
ざ
ま
あ
は
れ
に
な
む
。
い
ま
の
ど
か
に
ぞ
鄙
の
別
れ
に

お
と
ろ
へ
し
世
の
物
語
も
聞
こ
え
尽
く
す
べ
き
。
年
経
た
ま
へ
ら
む
春
秋
の
暮
ら

し
が
た
さ
な
ど
も
、
誰
に
か
は
愁
へ
た
ま
は
む
と
う
ら
も
な
く
お
ぼ
ゆ
る
も
、
か

つ
は
あ
や
し
う
な
む
」
な
ど
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、
…
。　
　
　
　
（
②
三
五
一
頁
）

須
磨
流
離
を
終
え
、
十
年
ぶ
り
の
思
わ
ぬ
再
会
に
、
光
源
氏
は
言
葉
を
尽
く
し
て

末
摘
花
と
共
感
し
よ
う
と
す
る
。
光
源
氏
と
末
摘
花
は
長
年
辛
苦
を
共
に
し
た
共
感

体
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
春
秋
の
暮
ら
し
が
た
さ
」
の
箇
所
に
『
細
流
抄
』
が
、

「
上
陽
人
の
心
あ
り
源
の
自
称
し
て
我
身
な
ら
て
は
た
の
み
給
人
も
あ
る
ま
し
き
と
也

う
ち
む
き
て
の
給
也
」
８
と
注
し
、「
春
往
秋
來
不
記
年
」
と
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。

当
該
白
詩
の
享
受
史
の
中
に
は
、「
春
秋
」
の
語
に
注
視
す
る
も
の
が
あ
り
９
、
妥
当

性
の
あ
る
注
記
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
新
間
一
美
氏
の
指
摘
が
あ

る
。
氏
は
末
摘
花
造
型
に
関
し
て
、「
そ
の
徹
頭
徹
尾
時
代
遅
れ
の
様
子
は
や
は
り
、「
上

陽
白
髪
人
」
の
「
小
頭
…
時
世
粧
」
と
い
う
人
に
笑
わ
れ
そ
う
な
時
代
遅
れ
の
様
子
に

想
を
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。」
10
と
示
唆
さ
れ
た
上
で
、「
蓬
生
」
巻
に
強
吏
の
横
暴

を
嘆
く
「
重
賦
」
の
引
用
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
な
お
、
上
陽
人
の
生
が
、

末
摘
花
物
語
全
般
の
構
想
に
影
響
す
る
も
の
と
考
え
、
物
語
に
胚
胎
す
る
諷
喩
の
精
神

を
探
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
「
上
陽
白
髪
人
」
と
末
摘
花
と
の
類
似
点
を
見
て
お
き
た
い
。

二
、
末
摘
花
の
閨
怨
歌
と
「
上
陽
白
髪
人
」
引
用

末
摘
花
と
上
陽
人
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
項
が
あ
る
の
か
。
末
摘
花
は
故
常
陸
宮
へ

の
思
慕
と
前
時
代
の
「
古
代
」
的
な
生
活
文
化
や
儀
礼
へ
の
執
心
を
見
せ
て
お
り
11
、

老
い
た
上
陽
人
の
装
い
と
共
通
点
が
あ
る
。
最
も
顕
著
に
表
れ
る
の
は
、
光
源
氏
を
あ

き
れ
さ
せ
た
一
連
の
「
唐
衣
」
詠
で
あ
る
12
。

Ａ
、（
末
摘
花
）
か
ら
こ
ろ
も
君
が
心
の
つ
ら
け
れ
ば
た
も
と
は
か
く
ぞ
そ
ぼ
ち
つ

つ
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
末
摘
花
」
①
二
九
九
頁
）

Ｂ
、（
末
摘
花
）
き
て
み
れ
ば
う
ら
み
ら
れ
け
り
唐
衣
か
へ
し
や
り
て
ん
袖
を
ぬ
ら

し
て

　
　
（
源
氏
）
か
へ
さ
む
と
い
ふ
に
つ
け
て
も
か
た
し
き
の
夜
の
衣
を
思
ひ
こ
そ
や

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（「
玉
鬘
」
③
一
三
七
〜
一
四
〇
頁
）

Ｃ
、（
末
摘
花
）
わ
が
身
こ
そ
う
ら
み
ら
れ
け
れ
唐
衣
君
が
た
も
と
に
な
れ
ず
と
思

へ
ば

　
　
（
源
氏
）
唐
衣
ま
た
か
ら
こ
ろ
も
か
ら
こ
ろ
も
か
へ
す
が
へ
す
も
か
ら
こ
ろ
も

な
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（「
行
幸
」
③
三
一
五
頁
）

後
注
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
首
の
末
摘
花
詠
は
い
ず
れ
も
引
歌
を
持
つ

が
13
、
ひ
と
え
に
光
源
氏
の
訪
れ
の
無
い
空
閨
を
怨
む
も
の
で
あ
る
。
光
源
氏
は
、
二

条
東
院
に
末
摘
花
を
引
き
取
っ
た
後
も
、
体
面
ば
か
り
を
重
ん
じ
て
訪
問
せ
ず
、
末
摘

花
の
も
と
に
は
、
六
条
院
の
華
や
か
な
生
活
や
玉
鬘
の
裳
着
の
噂
ば
か
り
が
届
く
。
二

条
東
院
の
末
摘
花
や
空
蝉
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

ま
し
て
東
の
院
に
離
れ
た
ま
へ
る
御
方
々
は
、
年
月
に
そ
へ
て
、
つ
れ
づ
れ
の
数

の
み
ま
さ
れ
ど
、
世
の
う
き
目
見
え
ぬ
山
路
に
思
ひ
な
ず
ら
へ
て
、
つ
れ
な
き
人

の
御
心
を
ば
、
何
と
か
は
見
た
て
ま
つ
り
と
が
め
ん
。
そ
の
ほ
か
の
心
も
と
な
く

さ
び
し
き
こ
と
、は
た
、な
け
れ
ば
、…　
　
　
（「
初
音
」
③
一
五
二
〜
一
五
三
頁
）

末
摘
花
は
、
六
条
院
か
ら
離
さ
れ
た
地
で
憂
愁
を
抱
え
、
紫
の
上
ら
を
羨
む
女
君
の

代
表
と
さ
れ
る
。
島
内
景
二
氏
は
、
中
世
の
妬
婦
譚
の
隆
盛
や
『
花
鳥
風
月
』
な
ど
の

中
世
の
末
摘
花
像
の
解
釈
か
ら
逆
照
射
す
る
方
法
で
、「
二
条
東
院
に
お
け
る
末
摘
花

の
精
神
生
活
は
、
嫉
妬
と
怨
恨
に
満
ち
た
不
幸
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と

分
析
さ
れ
て
い
る
14
。
ま
た
、
こ
う
し
た
境
遇
は
、
楊
貴
妃
に
疎
ま
れ
、
上
陽
宮
に
幽

閉
さ
れ
た
上
陽
人
の
辛
苦
の
境
遇
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
天
宝
年
中
の
装

い
で
再
登
場
し
た
老
女
は
、「
外
人
」
の
失
笑
の
対
照
と
さ
れ
て
い
る
。
末
摘
花
の
場

合
は
、「
蓬
生
」
巻
に
お
い
て
、
光
源
氏
を
一
途
に
待
つ
姿
勢
が
再
評
価
さ
れ
て
二
条
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東
院
に
迎
え
ら
れ
た
も
の
の
、「
初
音
」
巻
で
は
、
光
源
氏
に
は
怨
歌
を
、
玉
鬘
の
裳

着
に
は
時
代
錯
誤
の
青
鈍
の
装
束
を
贈
っ
て
、
光
源
氏
だ
け
で
は
な
く
、
紫
の
上
や
玉

鬘
ら
の
目
に
そ
の
愚
か
さ
が
晒
さ
れ
て
お
り
、
再
度
、
烏
滸
者
の
位
置
に
格
下
げ
さ
れ

て
い
る
。
古
代
の
装
束
へ
の
執
着
、
閨
怨
の
情
、
そ
し
て
そ
れ
を
笑
う
周
辺
人
物
の
存

在
も
ま
た
、
白
詩
と
の
共
通
点
で
あ
る
。
二
条
東
院
転
居
後
の
末
摘
花
の
造
型
は
、「
上

陽
白
髪
人
」
や
「
長
門
賦
」（『
文
選
』
巻
十
六
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
諷
喩
詩
、
閨
怨

詩
の
影
響
下
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
う
つ
ほ
物
語
』
で
も
、
二
条
東
院
の
末
摘
花
達
の
よ
う
に
、
別
邸
に
置
か
れ
た
妻

妾
達
の
物
語
が
展
開
す
る
。「
蔵
開
・
中
」
巻
で
は
、
藤
原
兼
雅
の
一
条
殿
に
、
俊
蔭

女
の
登
場
以
後
、
寵
愛
を
失
っ
た
五
人
の
妻
妾
達
が
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
暮
ら
す
姿
が

あ
る
。
兼
雅
の
子
息
仲
忠
は
、そ
の
待
遇
改
善
を
は
か
る
べ
く
父
に
代
わ
っ
て
訪
問
し
、

妻
妾
主
従
か
ら
の
人
物
評
に
さ
ら
さ
れ
る
。

（
ａ
）
主
ど
も
は
、「
あ
な
か
ま
や
。
か
く
め
で
た
き
子
持
ち
た
ら
む
人
（
俊
蔭
女
）

を
ば
、
い
か
が
疎
か
に
は
し
給
は
む
。
す
べ
て
、
宿
世
の
尽
き
た
れ
ば
こ
そ
あ

ら
め
」
と
て
、
う
ち
泣
き
給
ふ
も
あ
り
、
見
愛
で
給
ふ
も
あ
り
。

（「
蔵
開
・
中
」
五
六
三
頁
）

（
ｂ
）
人
々
の
言
ふ
や
う
、「
わ
が
君
を
わ
び
さ
せ
奉
る
盗
人
の
輩
は
、
あ
だ
の
戯
れ

に
戯
れ
て
、
妬
娼
の
誦
経
文
捧
げ
持
ち
て
、
惑
ひ
来
る
ぞ
」　　
　

  （
同
右
頁
）

（
ａ
）
は
兼
雅
の
妻
妾
達
の
、（
ｂ
）
は
そ
の
女
房
達
の
述
懐
で
あ
る
。
一
見
し
て
明

ら
か
な
仲
忠
の
美
質
と
器
量
に
、
妻
妾
達
は
寵
愛
を
独
り
占
め
し
て
い
る
俊
蔭
女
の
幸

福
の
道
理
を
思
い
知
り
、
我
が
身
の
「
宿
世
」
の
拙
さ
を
比
較
し
て
諦
念
を
抱
く
。
一

方
、
女
房
達
は
女
主
人
に
代
わ
っ
て
罵
詈
雑
言
を
吐
く
。
主
従
間
の
、
寵
姫
に
対
す
る

妬
心
と
そ
の
認
識
、
見
解
に
は
齟
齬
が
あ
る
。
女
主
人
の
閨
房
事
情
は
女
房
達
の
生
活

や
経
済
状
態
に
直
結
す
る
た
め
、
と
り
わ
け
寵
姫
に
対
す
る
恨
み
を
深
め
る
の
は
、
周

辺
の
侍
女
達
で
あ
る
。

「
蓬
生
」
巻
の
故
常
陸
宮
邸
内
部
で
も
、
現
実
的
な
女
房
達
の
金
策
に
耳
を
貸
さ
ず
、

古
宮
邸
や
庭
園
の
木
立
を
死
守
す
る
末
摘
花
に
対
し
て
、
女
房
達
か
ら
は
あ
か
ら
さ
ま

な
批
判
の
言
及
が
あ
っ
た
（
②
三
四
四
頁
）。
光
源
氏
と
の
再
会
場
面
で
も
、
女
房
達

は
、
末
摘
花
が
忌
避
す
る
叔
母
か
ら
贈
ら
れ
た
衣
装
を
着
せ
て
対
面
の
お
膳
立
て
を
は

か
る
。
末
摘
花
の
生
活
空
間
は
、
こ
う
し
た
周
辺
女
房
達
の
思
惑
と
調
整
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
二
条
東
院
に
引
き
取
ら
れ
た
後
の
末
摘
花
周
辺
に
も
、
こ
の

よ
う
な
女
房
達
の
、
六
条
院
に
住
む
寵
姫
た
ち
へ
の
怨
念
が
渦
巻
く
環
境
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
藤
原
兼
雅
の
妻
妾
達
の
中
で
、「
財
の
王
」
と
呼
ば
れ
、

経
済
的
不
安
の
な
い
人
物
と
し
て
嵯
峨
院
皇
女
・
女
三
の
宮
が
い
る
。
彼
女
は
梨
壺
の

女
御
の
母
で
あ
り
、
兼
雅
か
ら
再
縁
と
召
喚
の
意
向
を
打
診
さ
れ
た
折
、
次
の
和
歌
を

詠
み
贈
っ
た
。

恨
み
け
む
ほ
ど
は
知
ら
れ
で
唐
衣
袂
濡
れ
わ
た
る
年
ぞ
経
に
け
る

（「
蔵
開
・
中
」
五
六
五
頁
）

女
三
の
宮
は「
恨
み
」「
唐
衣
」「
袂
」の
定
型
表
現
を
使
っ
て
長
年
の
空
閨
を
な
じ
る
。

経
済
観
念
を
離
れ
て
い
る
が
故
、
そ
の
個
人
的
な
不
信
の
念
は
深
い
。
光
源
氏
の
場
合

は
、
末
摘
花
の
「
唐
衣
」
詠
に
対
し
て
、「
古
代
の
歌
詠
み
は
、
唐
衣
、
袂
濡
る
る
か

ご
と
こ
そ
離
れ
ね
な
。」（「
初
音
」
③
一
三
八
頁
）
と
酷
評
し
た
が
、
定
型
表
現
に
は
、

感
情
表
現
を
生
々
し
く
露
呈
し
な
い
効
果
が
あ
り
、
儀
礼
的
な
要
素
が
強
い
。
女
三
の

宮
は
定
型
的
な
和
歌
の
内
に
、
内
面
の
鬱
屈
を
納
め
て
兼
雅
に
贈
る
。
女
三
の
宮
の
境

遇
は
、
末
摘
花
の
境
遇
に
も
似
る
が
、
女
三
の
宮
の
和
歌
に
は
、
夫
兼
雅
に
対
し
て
あ

か
ら
さ
ま
な
儀
礼
歌
を
贈
り
、
心
を
隔
て
る
要
素
が
強
く
、
一
方
、
末
摘
花
の
場
合
は

定
型
句
の
乱
用
と
パ
タ
ー
ン
化
の
要
素
が
強
い
。

一
方
、
上
陽
人
と
末
摘
花
で
は
相
違
点
も
多
い
。
両
者
の
相
違
点
は
何
と
い
っ
て
も

そ
の
美
醜
の
落
差
で
あ
る
。
上
陽
人
は
そ
の
美
貌
ゆ
え
に
楊
貴
妃
に
幽
閉
さ
れ
、
末
摘

花
は
そ
の
醜
貌
の
た
め
、
当
初
よ
り
光
源
氏
に
敬
遠
さ
れ
た
15
。
更
に
、
末
摘
花
の
場

合
は
后
や
正
室
と
し
て
の
器
量
も
劣
っ
て
お
り
、
あ
る
の
は
当
人
の
自
意
識
ば
か
り
で

あ
る
16
。
か
つ
て
「
蓬
生
」
巻
で
は
時
勢
に
も
動
か
ぬ
不
変
の
心
根
が
、
光
源
氏
に
よ

っ
て
再
評
価
さ
れ
た
。
古
宮
家
の
姫
君
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
な
が
ら
も
、
二
条
東
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院
転
居
後
、
再
度
そ
の
誇
り
ゆ
え
に
も
の
笑
い
の
種
に
な
る
昔
気
質
な
姿
に
は
、
や
は

り
「
少
亦
苦
老
亦
苦
。
少
苦
老
苦
両
如
何
。」
と
、若
年
期
も
老
年
期
も
労
苦
を
重
ね
た
、

宮
女
の
女
性
苦
を
主
題
と
す
る
「
上
陽
白
髪
人
」
の
引
詩
関
係
の
強
さ
が
認
め
ら
れ
よ

う
。末

摘
花
物
語
に
お
け
る
「
上
陽
白
髪
人
」
引
用
は
、
美
醜
に
関
わ
ら
ず
女
君
が
抱
く

怨
情
の
深
さ
を
如
実
に
語
る
。
そ
れ
で
は
、
白
詩
引
用
に
よ
っ
て
、
物
語
に
お
け
る
末

摘
花
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
陽
人
は
、
若
い
時
も
老
い
て
後
も
、
苦
汁
を
な
め
た
が
、
末
摘
花
に
も
宮
家
の
既

婚
女
性
の
人
生
苦
が
見
え
る
。「
末
摘
花
」
巻
に
お
い
て
、
零
落
し
た
「
葎
の
門
の
女
」

と
し
て
登
場
し
、「
蓬
生
」
巻
の
故
常
陸
宮
邸
で
は
「
待
つ
女
」
と
し
て
登
場
、
困
窮
と 

死
、
及
び
受
領
階
級
の
叔
母
や
侍
女
達
、
ま
た
蓬
葎
な
ど
の
自
然
に
よ
る
責
め
苦
の
時

空
が
広
が
る
。
光
源
氏
と
の
再
会
に
よ
っ
て
一
旦
は
再
生
を
果
た
し
た
も
の
の
、
そ
の

後
は
、
二
条
東
院
の
中
に
お
い
て
、
失
寵
の
女
君
と
し
て
二
度
目
の
人
生
苦
を
味
わ
う

の
で
あ
る
。

「
待
つ
女
」
か
ら
「
恨
む
女
」
へ
―
末
摘
花
の
後
半
生
は
、
光
源
氏
と
の
関
係
を
軸

に
女
性
苦
を
体
現
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上
陽
人
の
辛
苦
が
末
摘
花
に
投

影
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
玄
宗
皇
帝
は
光
源
氏
に
、
上
陽
人
を
陥
れ
た
楊
貴
妃
は
、
紫
の

上
を
は
じ
め
と
す
る
六
条
院
の
時
め
く
女
君
達
に
相
当
す
る
17
。
こ
こ
に
は
疑
似
的
な

後
宮
の
姿
が
あ
る
。
末
摘
花
と
い
う
、
空
閨
を
託
つ
定
型
的
な
女
君
を
描
く
意
義
の
一

つ
に
は
、
六
条
院
体
制
の
確
立
と
そ
の
陰
の
部
分
を
語
る
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
閨
怨
の
問
題
は
、
第
二
部
以
降
、
光
源
氏
が
准
太
政
天
皇
と
し
て
社
会
的
に
絶
対
的

な
位
置
を
確
立
す
る
中
、
女
三
の
宮
降
嫁
に
よ
っ
て
六
条
院
正
室
の
座
を
追
わ
れ
、
内

面
の
懊
悩
を
深
め
た
上
、
病
を
得
て
六
条
院
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
、
紫
の
上
の
主
題

へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　「
蓬
生
」
巻
で
光
源
氏
に
再
会
し
、救
出
さ
れ
る
末
摘
花
の
幸
運
な
生
は
、後
世
、『
無

名
草
子
』
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
好
意
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
18
。
一
方
、
中
世

御
伽
草
子
『
花
鳥
風
月
』
に
は
、
末
摘
花
の
亡
霊
が
巫
女
に
憑
依
し
、
光
源
氏
の
並
み

居
る
妻
妾
、
愛
人
達
に
対
す
る
妬
心
を
縷
々
吐
き
出
す
姿
が
語
ら
れ
る
。

け
ん
し
、
の
給
ふ
や
う
は
、
か
の
、
い
せ
の
み
や
す
と
こ
ろ
を
こ
そ
物
か
た
り
の

お
も
ひ（

マ
ヽ
）て
に
も
、
ね
た
み
心
の
、
お
は
せ
し
と
て
、
う
た
て
し
き
こ
と
に
は
、
申

つ
れ

す
ゑ
つ
む
花
の
御
事
は
、
御
物
ね
た
み
し
た
り
と
も
、
か
の
物
か
た
り
に
は
、
見

え
ぬ
も
の
を
、
さ
れ
は
、
何
の
御
う
ら
み
に
よ
り
、
こ
れ
ま
て
、
き
た
り
給
そ
や
、

は
や
く
、
御
か
へ
り

へ

い
や
、
物
か
た
り
こ
そ
、
か
ゝ
れ
ぬ
と
も
、
い
ま
の
世
ま
て
、
す
ゑ
つ
む
花
の
名

を
も
え
た
る
に
、
見
た
り
と
も
な
き
、
す
か
た
と
は
、
あ
ら
う
ら
め
し
の
、
御
こ

と
の
は
や
、
い
て

く
、
す
き
た
る
こ
と
な
れ
と
も
、
物
ね
た
み
し
て
、
く
る
は

ん　
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
二
九
頁
19
）

末
摘
花
の
亡
霊
は
こ
の
後
、
葵
の
上
、
紫
の
上
、
花
散
里
、
明
石
の
君
、
六
条
御
息

所
、
女
三
の
宮
、
藤
壺
・
朧
月
夜
、
夕
顔
、
玉
鬘
、
空
蝉
尼
君
へ
の
嫉
妬
心
を
吐
露
す

る
。
内
面
の
恨
み
を
語
る
末
摘
花
像
は
、
こ
れ
ま
で
中
世
的
人
物
解
釈
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
き
た
20
。
し
か
し
、
和
歌
に
「
う
ら
み
」
を
表
出
し
て
き
た
末
摘
花
の
内
面
の

怨
情
と
そ
の
造
型
に
は
、「
上
陽
白
髪
人
」
の
「
怨
嚝
」
が
胚
胎
し
て
い
る
も
の
、
と

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
空
閨
を
怨
む
末
摘
花
の
和
歌
は
、
光
源
氏
の
寵
愛
を
失
っ
た

女
君
を
代
表
し
、
寵
姫
へ
の
妬
心
の
情
は
、
読
者
に
よ
っ
て
共
感
さ
れ
、
そ
れ
が
後
世

の
物
語
を
産
む
土
壌
と
な
る
の
で
あ
る
。

末
摘
花
造
型
に
関
す
る
様
々
な
話
型
や
古
歌
の
同
型
表
現
の
執
拗
な
繰
り
返
し
21

は
、
そ
こ
に
、
宮
女
の
束
縛
か
ら
一
歩
も
出
ず
、
空
し
く
老
化
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
、

上
陽
人
の
苦
を
も
透
視
さ
せ
る
、
一
つ
の
手
法
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
話
型
や
引
詩
の
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パ
タ
ー
ン
に
象
ら
れ
て
い
く
末
摘
花
像
に
は
、
例
え
ば
昔
物
語
の
登
場
人
物
と
は
異
な

る
造
型
を
さ
れ
て
き
た
紫
の
上
22
な
ど
と
は
異
な
り
、
人
物
造
型
の
限
界
も
見
え
る
。

ま
た
、
玉
鬘
十
帖
に
お
け
る
二
条
東
院
の
末
摘
花
の
閨
怨
歌
は
、
光
源
氏
の
六
条
院

体
制
の
持
つ
暗
部
を
照
ら
し
出
し
て
い
く
。
源
氏
庇
護
の
も
と
、
養
女
玉
鬘
を
得
て
一

層
華
や
ぐ
六
条
院
体
制
は
、
一
方
で
、「
蓬
生
」
巻
の
よ
う
な
経
済
的
な
生
活
苦
を
離

れ
た
後
、
良
好
な
環
境
を
得
て
も
な
お
続
く
女
君
の
新
た
な
苦
を
産
む
構
造
を
持
っ
て

い
る
。
末
摘
花
の
辛
苦
は
、
六
条
院
の
外
部
に
あ
り
な
が
ら
、
内
部
の
女
君
の
生
の
危

う
さ
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
六
条
院
に
お
い
て
光
源
氏
が
玉
鬘
求
婚
譚
な
ど
華
や
か
な

非
日
常
空
間
を
演
出
し
、
若
さ
を
保
ち
続
け
る
の
に
対
し
、
別
邸
に
お
け
る
老
残
の
末

摘
花
像
は
、
日
常
空
間
で
確
実
に
進
行
す
る
無
常
の
時
間
軸
を
刻
ん
で
い
く
。

末
摘
花
の
最
後
の
登
場
場
面
は
「
若
菜
上
」
巻
で
あ
る
。

「
東
の
院
に
も
の
す
る
常
陸
の
君
の
、
日
ご
ろ
わ
づ
ら
ひ
て
久
し
く
な
り
に
け
る

を
、
も
の
さ
わ
が
し
き
紛
れ
に
と
ぶ
ら
は
ね
ば
、
い
と
ほ
し
く
て
な
む
。
昼
な
ど

け
ざ
や
か
に
渡
ら
む
も
便
な
き
を
、
夜
の
間
に
忍
び
て
と
な
む
思
ひ
は
べ
る
。
人

に
も
か
く
と
も
知
ら
せ
じ
」
と
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、
い
と
い
た
く
心
化
粧
し
た
ま

ふ
を
、
例
は
さ
し
も
見
え
た
ま
は
ぬ
あ
た
り
を
、
あ
や
し
と
見
た
ま
ひ
て
、
思
ひ

あ
は
せ
た
ま
ふ
こ
と
も
あ
れ
ど
、
姫
宮
の
御
事
の
後
は
、
何
ご
と
も
、
い
と
過
ぎ

ぬ
る
方
の
や
う
に
は
あ
ら
ず
、
す
こ
し
隔
つ
る
心
添
ひ
て
、
見
知
ら
ぬ
や
う
に
て

お
は
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
④
七
九
〜
八
〇
頁
）

光
源
氏
は
、
長
く
病
床
に
あ
る
末
摘
花
の
見
舞
い
を
装
い
、
紫
の
上
を
離
れ
て
再
縁

し
た
朧
月
夜
の
も
と
に
通
う
。
女
三
の
宮
降
嫁
を
契
機
と
し
て
紫
の
上
と
光
源
氏
と
の

間
に
は
隔
心
が
生
じ
て
お
り
、
や
が
て
紫
の
上
は
も
の
思
い
を
深
め
て
発
病
し
、
六
条

院
か
ら
二
条
院
へ
と
転
居
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
初
音
」
巻
に
見
ら
れ
る
末
摘
花
の
経
年
劣
化
の
姿
は
、
紫
の
上
を
中
心
に
、
玉
鬘

を
迎
え
て
若
や
ぐ
六
条
院
体
制
に
も
必
ず
訪
れ
る
、「
老
い
」
と
閨
怨
の
主
題
を
先
取

り
し
、
実
像
を
も
っ
て
突
き
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

１　

 

『
源
氏
物
語
』『
和
漢
朗
詠
集
』『
大
鏡
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』（
小
学
館
）
に
、『
う
つ
ほ
物
語
』
は
『
う
つ
ほ
物
語
全　

改
訂
版
』（
お
う
ふ

う　

二
〇
〇
一
年
）
に
、和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
よ
る
。

２　

末
摘
花
の
白
髪
に
つ
い
て
は
民
俗
学
的
見
地
か
ら
そ
の
呪
性
が
検
討
さ
れ
て
い

る
（
嘉
陽
安
之
氏
「
初
音
巻
の
末
摘
花
―
「
滝
の
淀
み
恥
づ
か
し
げ
な
る
御
か
た
は

ら
目
」
を
視
点
と
し
て
―
」（『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
第
九
巻
―
末
摘
花
』
勉

誠
出
版　

二
〇
〇
五
年
）。
本
文
の
「
滝
の
淀
み
は
づ
か
し
げ
な
る
」
は
、
白
髪
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い
る
。
白
髪
を
滝
に
喩
え
る
和
歌
に
は
、「
お
ち
た
ぎ
つ
た
き
の

み
な
か
み
と
し
つ
も
り
お
い
に
け
ら
し
な
く
ろ
き
す
ぢ
な
し
」（『
古
今
和
歌
集
』
雑

歌
上　

壬
生
忠
岑　

九
二
八
番
）、「
烏
羽
玉
の
わ
が
く
ろ
か
み
を
年
ふ
れ
ば
滝
の
糸

と
ぞ
な
り
ぬ
べ
ら
な
る
」（『
貫
之
集
』
二
〇
〇
番
）、「
君
恋
ふ
と
み
な
か
み
白
く
な

る
滝
は
老
い
の
涙
の
積
も
る
な
る
べ
し
」（『
う
つ
ほ
物
語
』「
祭
の
使
」
二
二
六
頁
）

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
白
髪
を
「
糸
」
に
喩
え
る
白
詩
の
例
も
あ
る
。

３　

福
田
俊
昭
氏
「「
蓬
生
」
の
巻
に
み
え
る
漢
籍
典
拠
の
検
討
」（『
源
氏
物
語
の
鑑

賞
と
基
礎
知
識
36
蓬
生
・
関
屋
』
至
文
堂　

二
〇
〇
四
年
）、
藤
原
克
己
氏
「
源
氏

物
語
と
白
氏
文
集
―
末
摘
花
巻
の
「
重
賦
」
の
引
用
を
手
が
か
り
に
―
」（『
源
氏
物

語
と
漢
文
学
』
和
漢
比
較
文
学
会
編　

一
九
九
三
年
）
ほ
か
。
ま
た
、
末
摘
花
の
住

環
境
に
は
、
皮
衣
や
秘
色
の
食
器
な
ど
、
父
宮
在
世
時
代
の
富
貴
を
彷
彿
と
さ
せ
る

「
唐
物
」
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
（
河
添
房
江
氏
「
末
摘
花
と
唐
物
―
唐
櫛
笥
・

秘
色
・
黒
貂
の
皮
衣
」『
源
氏
物
語
時
空
論
』
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
五
年
）。

４　

原
岡
文
子
氏
「
末
摘
花
考
│
霊
性
・
呪
性
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
源
氏
物
語
と
そ
の

展
開
│
交
感
・
子
ど
も
・
源
氏
絵
』
竹
林
舎　

二
〇
一
四
年
）
ほ
か
。

５　
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
は
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
著
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』

（
勉
誠
社　

一
九
八
二
年
）
に
よ
り
、
便
宜
上
、
句
点
を
付
す
。

６　

西
岡
市
祐
氏
「
新
楽
府
「
上
陽
白
髪
人
」
の
小
序
「
愍
怨
曠
也
」
に
つ
い
て
」（「
國

學
院
雑
誌
」
第
八
十
二
巻
第
十
二
号　

一
九
八
一
年
十
二
月
）
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７　
『
源
氏
物
語
辞
典
』（
北
山
谿
太
編　

平
凡
社　

一
九
五
七
年
）
に
よ
る
。
岡
部
明

日
香
氏
は
「
蜻
蛉
」
巻
の
「
う
と
き
人
」
に
も
引
用
関
係
を
指
摘
す
る
（「
源
氏
物

語
蜻
蛉
巻
の
『
上
陽
白
髪
人
』
引
用
に
つ
い
て
―
幻
巻
か
ら
の
物
語
内
引
用
と
併
せ

て
」「
中
古
文
学
」第
七
八
号　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
）。
ほ
か
に
、『
源
氏
物
語
』の「
上

陽
白
髪
人
」
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、中
西
進
氏
「
引
喩
と
暗
喩
（
二
）

―
源
氏
物
語
に
お
け
る
白
氏
文
集
、「
上
陽
白
髪
人
」
な
ど
」（「
日
本
研
究
（
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）」
二
号　

一
九
九
〇
年
三
月
）、余
田
充
氏
「
幻
巻
と
「
上

陽
白
髪
人
」」（「
京
都
教
育
大
学
国
文
学
会
誌
」
一
四
号　

一
九
七
九
年
五
月
）、
岡

部
明
日
香
氏
「
楊
貴
妃
と
上
陽
白
髪
人
―
白
居
易
新
楽
府
の
日
本
で
の
解
釈
と
受
容

に
つ
い
て
―
」（「
ア
ジ
ア
遊
学
」
二
七
号　

二
〇
〇
一
年
五
月
）、
な
ど
が
あ
る
。

８　

本
文
は
『
源
氏
物
語
古
注
集
成　

第
七
巻
』（
一
五
一
頁　

桜
楓
社　

一
九
八
〇

年
）
に
よ
る
。

９　

先
の
『
大
鏡
』
の
引
用
箇
所
の
ほ
か
、『
大
弐
高
遠
集
』
二
七
三
番
に
も
、「
春
秋

の
ゆ
き
か
へ
り
ぢ
も
し
ら
な
く
に
な
に
を
し
る
し
に
と
し
を
か
ぞ
へ
む
」（
詞
書
「
春

往
秋
来
不
記
年
」、『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
）
等
と
あ
る
。
当
集
で
は
、「
長

恨
歌
楽
府
」
を
主
題
と
す
る
二
十
首
の
中
に
、
十
首
の
「
上
陽
白
髪
人
」
関
係
歌
を

載
せ
て
お
り
、
両
詩
が
と
も
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

10　
「
源
氏
物
語
の
女
性
像
と
漢
詩
文
―
帚
木
三
帖
か
ら
末
摘
花
・
蓬
生
巻
へ
―
」（『
源

氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』
二
三
八
頁　

和
泉
書
院　

二
〇
〇
三
年
）

11　
『
源
氏
物
語
』
中
に
「
古
代
」
の
用
例
は
十
八
例
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち

末
摘
花
関
係
は
五
例
を
数
え
、
皮
衣
の
装
束
や
衣
箱
（「
末
摘
花
」
①
二
九
三
頁
、

二
九
九
頁
）、
調
度
類
（「
蓬
生
」
②
三
二
八
頁
）、
歌
風
（「
玉
鬘
」
③
一
三
八
頁
）、

装
束
贈
答
の
儀
礼
（「
行
幸
」
③
三
一
四
頁
）
な
ど
、
生
活
文
化
全
般
に
父
宮
世
代

の
遺
風
が
残
り
、
そ
れ
を
堅
持
す
る
こ
と
を
生
活
信
条
と
し
て
い
る
。

12　

末
摘
花
の
「
唐
衣
」
詠
に
、
長
谷
川
政
春
氏
は
「
不
変
・
不
動
」
の
意
味
や
稚
拙

さ
を
読
み
取
ら
れ
（「
末
摘
花
―
「
唐
衣
」
の
女
君
―
」『
源
氏
物
語
講
座
』
第
二
巻　

勉
誠
社　

一
九
九
一
年
）、
ま
た
、
久
富
木
原
玲
氏
は
反
復
に
よ
る
呪
的
空
間
の
あ

り
方
を
検
討
さ
れ
て
い
る
（「
源
氏
物
語
と
呪
歌
―
末
摘
花
・
近
江
君
の
場
合
」『
源

氏
物
語　

歌
と
呪
性
』
若
草
書
房　

一
九
九
七
年
）。

13　

末
摘
花
の
詠
歌
Ａ
〜
Ｃ
の
引
歌
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

Ａ
、「
い
つ
か
わ
れ
な
み
だ
の
つ
き
む
か
ら
こ
ろ
も
き
み
が
こ
こ
ろ
の
つ
ら
き
か
ぎ

り
は
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
元
真
集
』
三
一
一
番
）

Ｂ
、「
つ
れ
な
き
を
お
も
ひ
わ
ひ
て
は
か
ら
こ
ろ
も　

か
へ
す
に
つ
け
て
う
ら
み
つ

る
か
な
」（『
為
信
集
』『
桂
宮
本
叢
書　

第
二
十
巻　

御
集
』
一
九
二
頁　

養
徳

社　

一
九
六
一
年
）

　
　
「
い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る
の
衣
を
返
し
て
ぞ
き
る
」

（『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
二　

五
五
四
番
「
題
知
ら
ず
」
小
野
小
町
）

　

Ｃ
、「
中
中
に
思
ひ
か
け
て
は
唐
衣
身
に
な
れ
ぬ
を
ぞ
う
ら
む
べ
ら
な
る
」

（『
後
撰
和
歌
集
』
恋
四　

八
四
八
番
「
女
に
つ
か
は
し
け
る
」
よ
み
人
し
ら
ず
）

14　
「
嫉
妬
す
る
末
摘
花
」（「
國
文
學
」
第
三
八
巻
第
一
一
号　

一
九
九
三
年
十
月
）。

15　

こ
こ
で
頻
出
す
る
の
は
「
側
目
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
上
陽
人
の
場
合
、
楊
貴
妃

に
疎
ま
れ
る
意
で
用
い
ら
れ
る
「
側
目
」
は
、
末
摘
花
の
場
合
は
、
光
源
氏
の
視

線
で
幾
度
も
確
か
め
ら
れ
、
敬
遠
さ
れ
る
醜
い
横
顔
の
描
写
へ
と
転
化
さ
れ
て
い

る
（「
口
お
ほ
ひ
の
側
目
よ
り
、
な
ほ
か
の
末
摘
花
、
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
さ
し
出

で
た
り
。
見
苦
し
の
わ
ざ
や
と
思
さ
る
。」（「
末
摘
花
」
①
三
〇
四
頁
）、「
た
だ
山

人
の
赤
き
木
の
実
ひ
と
つ
を
顔
に
放
た
ぬ
と
見
え
た
ま
ふ
御
側
目
な
ど
は
、
お
ぼ
ろ

け
の
人
の
見
た
て
ま
つ
り
ゆ
る
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
か
し
。」（「
蓬
生
」
②
三
三
六

頁
）、「
ま
し
て
滝
の
淀
み
恥
づ
か
し
げ
な
る
御
か
た
は
ら
目
な
ど
を
い
と
ほ
し
と
思

せ
ば
、
ま
ほ
に
も
向
か
ひ
た
ま
は
ず
。」（「
初
音
」
③
一
五
三
頁
）
な
ど
）。

16　
「
行
幸
」
巻
で
、
末
摘
花
は
玉
鬘
の
裳
着
に
青
鈍
の
衣
装
を
贈
る
な
ど
、
正
妻
格

の
女
君
と
し
て
の
儀
礼
を
欠
か
さ
な
い
（
③
三
一
三
〜
三
一
四
頁
）。

17　
「
幻
」
巻
の
紫
の
上
の
哀
傷
場
面
に
は
「
長
恨
歌
」
が
引
用
さ
れ
（
④
五
四
三
頁
、

五
四
五
頁
）、
紫
の
上
の
存
在
が
楊
貴
妃
に
匹
敵
す
る
こ
と
が
分
か
る
。「
長
恨
歌
」

の
引
用
は
、
桐
壺
更
衣
や
葵
の
上
、
紫
の
上
な
ど
、
物
語
の
主
軸
を
な
す
女
君
に
使
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用
さ
れ
、
寵
姫
の
傍
ら
で
空
閨
に
悩
む
女
君
に
は
、
上
陽
人
の
像
が
重
ね
ら
れ
る
。

18　
『
無
名
草
子
』
で
は
、
末
摘
花
が
「
好
も
し
」
き
人
物
に
挙
げ
ら
れ
、
受
領
階
級

の
叔
母
に
も
従
わ
ず
、
死
ぬ
ほ
ど
の
思
い
を
し
な
が
ら
古
宮
邸
を
守
り
ぬ
き
、
光
源

氏
と
再
会
で
き
た
運
命
を
、「
仏
に
な
ら
む
よ
り
も
あ
り
が
た
き
宿
世
」（
一
九
三
頁

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
）
と
称
賛
す
る
。

19　

本
文
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成　

第
三
』（
角
川
書
店　

一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

20　

前
掲
注
（
14
）
島
内
景
二
氏
論
に
同
じ
。
ほ
か
に
、
金
賢
貞
氏
「『
花
鳥
風
月
』

に
お
け
る
末
摘
花
像
に
つ
い
て
」（「
岡
大
国
文
論
稿
」
二
九
号　

二
〇
〇
一
年
三
月
）

な
ど
が
あ
る
。

21　

拙
稿
「「
蓬
生
」
巻
・
末
摘
花
の
時
間
意
識
と
光
源
氏
―
再
会
場
面
に
お
け
る
年

中
行
事
表
現
か
ら
―
」（「
國
學
院
雜
誌
」
第
一
一
四
巻
第
二
号　

二
〇
一
三
年
二
月
）

参
照
。 

22　
「
若
菜
下
」
巻
の
紫
の
上
は
、
昔
物
語
中
の
登
場
人
物
と
我
身
を
比
較
す
る
が
、

同
じ
境
遇
の
人
物
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

　
　

対
に
は
、
例
の
お
は
し
ま
さ
ぬ
夜
は
、
宵
居
し
た
ま
ひ
て
、
人
々
に
物
語
な

ど
読
ま
せ
て
聞
き
た
ま
ふ
。
か
く
、
世
の
た
と
ひ
に
言
ひ
集
め
た
る
昔
語
ど
も

に
も
、
あ
だ
な
る
男
、
色
好
み
、
二
心
あ
る
人
に
か
か
づ
ら
ひ
た
る
女
、
か
や

う
な
る
こ
と
を
言
ひ
集
め
た
る
に
も
、
つ
ひ
に
よ
る
方
あ
り
て
こ
そ
あ
め
れ
、

あ
や
し
く
浮
き
て
も
過
ぐ
し
つ
る
あ
り
さ
ま
か
な
、
げ
に
、
の
た
ま
ひ
つ
る
や

う
に
、
人
よ
り
こ
と
な
る
宿
世
も
あ
り
け
る
身
な
が
ら
、
人
の
忍
び
が
た
く
飽

か
ぬ
こ
と
に
す
る
も
の
思
ひ
離
れ
ぬ
身
に
て
や
や
み
な
む
と
す
ら
ん
、
あ
ぢ
き

な
く
も
あ
る
か
な
、
な
ど
思
ひ
つ
づ
け
て
、
夜
更
け
て
大
殿
籠
り
ぬ
る
暁
方
よ

り
、
御
胸
を
な
や
み
た
ま
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
④
二
一
二
頁
）

　
　
『
源
氏
物
語
』
は
、
末
摘
花
造
型
に
は
徹
底
し
た
話
型
を
用
い
て
昔
物
語
を
も
ど

き
、
一
方
、
紫
の
上
造
型
に
は
前
例
の
な
い
、「
も
の
思
ひ
」
を
抱
え
た
人
物
像
を

創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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